
内装制限
（出題年度別）



令和5年

〔Ｎｏ． ９ 〕次の記述のうち、建築基準法上、誤っているものはどれか。ただし、居室については、内装の制限を受ける「窓そ
の他の開口部を有しない居室」には該当しないものとする。

１ ．内装の制限を受ける地上２階建ての有料老人ホームの寝室において、壁及び天井の室内に面する部分の仕上げを難
燃材料とした。

２ ．耐火建築物である延べ面積 750 m2 、地上３階建ての図書館において、３階部分にあるレファレンスルームの壁及び
天井の室内に面する部分の仕上げを難燃材料とした。

３ ．主要構造部を耐火構造とした延べ面積 300 m2 、地上３階建ての事務所兼用住宅において、２階に設ける火を使用す
る調理室の壁及び天井の室内に面する部分の仕上げを、不燃材料、準不燃材料及び難燃材料以外の材料とした。

４ ．内装の制限を受ける地上２階建ての病院において、当該用途に供する居室から地上に通ずる主たる廊下、階段その他
の通路の壁及び天井の室内に面する部分の仕上げを難燃材料とした。

〇

〇

〇

×



令和3年

〔Ｎｏ． 7 〕 主要構造部を耐火構造とした耐火建築物に関する次の記述のうち、建築基準法に適合しないものはどれか。ただ

し、自動式のスプリンクラー設備等は設けられていないものとし、居室については、内装の制限を受ける「窓その他の開口部
を有しない居室」には該当しないものとする。

1 ．地階に設ける劇場の客席及びこれから地上に通ずる主たる廊下、階段その他の通路の壁及び天井の室内に面する部
分の仕上げを、準不燃材料でした。

2 ．各階が階避難安全性能を有するものであることについて、階避難安全検証法により確かめられた地上 20 階建ての共同

住宅において、特別避難階段の階段室及び付室の天井及び壁の室内に面する部分の仕上げを不燃材料でし、かつ、その
下地を準不燃材料で造った。

3 ．延べ面積 600 m2 、地上 3 階建ての図書館において、 3 階部分にある図書室の壁及び天井の室内に面する部分の仕上
げを、難燃材料でした。

4 ．延べ面積 1,500 m2 、地上 3 階建ての物品販売業を営む店舗において、避難階である 1 階からその直上階のみに通ず

る吹抜きについて、壁及び天井の室内に面する部分の仕上げを不燃材料でし、かつ、その下地を不燃材料で造ったので、
吹抜きとなっている部分以外の部分との防火区画を行わなかった。

〇

×

〇

〇



令和1年

〔Ｎｏ． 7 〕 主要構造部を耐火構造とした耐火建築物に関する次の記述のうち、建築基準法に適合しないものはどれか。ただ

し、自動式のスプリンクラー設備等は設けられていないものとし、居室については、内装の「制限を受ける窓その他の開口部
を有しない居室」には該当しないものとする。

1 ．物品販売業を営む店舗の用途に供する建築物の用途を変更し、新たに火を使用する調理室を設けた飲食店とする場合
に、その調理室の壁及び天井の室内に面する部分の仕上げを、準不燃材料とした。

2 ．延べ面積 200 m2 、地上 3 階建ての一戸建ての住宅において、 1 階に設ける火を使用する調理室の壁及び天井の室内
に面する部分の仕上げを、不燃材料、準不燃材料及び難燃材料以外の材料とした。

3 ．延べ面積 10,000 m2 、高さ 60 m、地上 15 階建ての事務所において、非常用エレベーターの乗降ロビーの天井及び壁の
室内に面する部分の仕上げを準不燃材料でし、かつ、その下地を準不燃材料で造った。

4 ．地階に設ける集会場の客席及びこれから地上に通ずる主たる廊下、階段その他の通路の壁及び天井の室内に面する
部分の仕上げを、準不燃材料とした。

〇

〇

×

〇



平成30年

〔N o．７〕 「特殊建築物等の内装」の制限に関する次の記述のうち、建築基準法に適合しないものはどれか。ただし、自動式

のスプリンクラー設備等は設けられていないものとし、居室については、内装の「制限を受ける窓その他の開口部を有しない
居室」には該当しないものとする。また、耐火性能検証法、防火区画検証法、階避難安全検証法、全館避難安全検証法及び
国土交通大臣の認定による安全性は行われていないものとする。

１．地階に設ける飲食店において、床面積の合計が80m2の客席の壁及び天井の室内に面する部分の仕上げを、難燃材料
とした。

２．耐火建築物である地上2階建ての物品販売業を営む店舗において、各階の当該用途に供する部分の床面積の合計をそ
れぞれ600m2としたので、各階の売場の壁及び天井の室内に面する部分の仕上げを、難燃材料とした。

３．耐火建築物である延べ面積 700m2、地上３階建ての図書館において、３階部分にある図書室の壁及び天井の室内に面
する部分の仕上げを、難燃材料とした。

４．耐火建築物である地上2階建ての劇場において、客席の床面積の合計を500m2としたので、客席の壁及び天井の室内に
面する部分の仕上げを、難燃材料とした。



平成29年

〔N o．７〕 「特殊建築物等の内装」の制限に関する次の記述のうち、建築基準法に適合しないものはどれか。ただし、主要構

造部を耐火構造とした耐火建築物であり、自動式のスプリンクラー設備等は設けられていないものとし、居室については、内
装の「制限を受ける窓その他の開口部を有しない居室」には該当しないものとする。また、「避難上の安全の検証」は行われ
ていないものとする。

１．延べ面積 3,000m2、地上３階建ての物品販売業を営む店舗(当該用途に供する３階 の床面積が 1,000m2)において、当
該用途に供する居室の壁の室内に面する部分の仕上げを、難燃材料とした。

２．延べ面積 300m2、平家建ての自動車修理工場において、当該用途に供する部分の壁及び天井の室内に面する部分の
仕上げを、難燃材料とした。

３．延べ面積 1,200m2、高さ 12m、地上３階建ての有料老人ホーム(当該用途に供する３階の床面積が 400m2)において、
100m2ごとに耐火構造とした床、壁及び所定の防火設備で区画された３階の居室の天井の室内に面する部分の仕上げを、
不燃材料、準不燃材料及び難燃材料以外の材料とした。

４．延べ面積 1,800m2、地上３階建ての事務所(当該用途に供する３階の床面積が 600m2)において、当該用途に供する居
室から地上に通ずる主たる廊下、階段その他の通路の壁及び天井の室内に面する部分の仕上げを、準不燃材料とした。


